
後
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斎
藤
和
夫
先
生
は
、
平
成
二
四
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
本
塾
法
学

部
を
御
退
職
な
さ
れ
ま
す
。
斎
藤
先
生
は
、
昭
和
四
四
年
に
本
塾
法

学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
（
民
事
法
学
）
に
進
学
さ
れ
、
昭
和
四
七
年
、
博
士
課
程
に
進
学

さ
れ
る
と
同
時
に
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
爾
来
、
四
〇
年
に
わ

た
り
、
民
事
法
学
研
究
の
分
野
で
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
る
と
同
時

に
、
法
学
部
や
塾
の
発
展
・
充
実
に
重
要
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

斎
藤
先
生
の
御
研
究
は
、
日
独
の
ド
イ
ツ
抵
当
権
法
論
、
抵
当
権

実
行
手
続
法
論
、
弁
済
者
代
位
論
、
非
典
型
担
保
論
、
留
置
権
論
な

ど
、
担
保
法
・
金
融
法
を
中
心
と
し
、
民
事
実
体
法
か
ら
民
事
手
続

法
に
及
ぶ
非
常
に
広
範
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
民
事
実
体
法

と
民
事
手
続
法
の
交
錯
す
る
テ
ー
マ
を
、
理
論
的
・
歴
史
的
・
体
系

的
な
観
点
か
ら
追
究
し
、
従
来
の
学
説
に
再
考
を
促
す
と
と
も
に
、

実
務
の
状
況
を
的
確
に
踏
ま
え
た
解
決
策
を
提
示
さ
れ
る
な
ど
、
正

に
「
民
事
実
体
法
と
民
事
手
続
法
の
総
合
的
研
究
」
と
呼
ぶ
に
相
応

し
い
新
た
な
学
問
体
系
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
斎
藤
先
生
の
真
骨
頂
が
丹
念
で
緻
密
な
ド
イ
ツ
法
研
究
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
斎
藤
先
生
が
長
年
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
た
ド
イ
ツ
抵
当
権
法
研
究
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
、
担
保
法
学
の
貴
重
な
財
産
と
さ
れ
て
お
り
、
慶
應
義
塾
大
学
法

学
研
究
会
刊
と
な
る
『
ド
イ
ツ
強
制
抵
当
権
の
法
構
造
―
―
「
債
務

者
保
護
」
の
プ
ロ
イ
セ
ン
法
理
の
確
立
』（
平
成
一
五
年
）
と
、
平
成

二
三
年
に
や
は
り
法
学
研
究
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
強
制
抵

当
権
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
編
纂
―
―
ド
イ
ツ
不
動
産
強
制
執
行
法
の
理
論
的
・

歴
史
的
・
体
系
的
構
造
』
は
、
そ
の
集
大
成
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
。

斎
藤
先
生
は
ま
た
、
慶
應
義
塾
長
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
教

職
員
評
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
法
学
研
究
科
及
び
法
学
部

の
学
習
指
導
、
司
法
研
究
室
運
営
委
員
会
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
要
職
に
就
か
れ
、
塾
や
法
学
部
の
行
政
面
に
お
い
て
も
多
大

な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
誌
『
法
学
研
究
』
の
編
集
委

員
も
長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
、
慶
應
法
学
会
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
学
界
の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
に
お
い
て
も
、
斎
藤
先
生
は
非
常
に
熱
心
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
御
担
当
さ
れ
た
法
学
部
の
研
究

会
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
を
通
じ
て
、
法
曹
界
や
実
業
界
に
多
く
の
優
れ

た
人
材
を
輩
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
院
で
も
、
斎
藤
先
生
自
ら

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
通
じ
、
若
手
研

究
者
の
養
成
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
論
文
集
は
、
法
学

部
の
発
展
に
長
年
貢
献
さ
れ
て
き
た
斎
藤
和
夫
先
生
へ
の
さ
さ
や
か
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な
感
謝
の
記
と
し
て
法
学
研
究
会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
が
、
本
論

文
集
に
も
、
そ
う
し
た
斎
藤
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
研
究
者
や
斎
藤

先
生
と
研
究
で
長
年
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
多
く
の
方
々
が
、
斎
藤

先
生
の
御
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
学
恩
に
報
い
る
た
め
寄

稿
し
て
下
さ
り
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
九
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
部

と
な
り
ま
し
た
。
法
学
研
究
編
集
委
員
会
を
代
表
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
先
生
の
末
永
き
御
健
康
と
御
研
究
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

を
祈
念
し
つ
つ
、
本
論
文
集
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
り
、
発
起
人

の
法
学
部
・
君
嶋
祐
子
准
教
授
及
び
水
津
太
郎
准
教
授
を
始
め
、
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
編
集
部
、
法
学
研
究
会
事
務
局
の
方
々
な
ど
多

く
の
方
々
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
二
三
年
一
二
月編

集
主
任
法
学
部
教
授

太
田
達
也

法学研究 84 巻 12 号（2011：12）

882


